
別紙

Ⅰ．事業評価総括表(平成30年度)

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

Ⅱ．事業評価個表(平成30年度)

（単位：円）

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備 考番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交

付金事業者名

5,630,000

番号

1
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

岩泉町消防車両整備事業 岩泉町 9,936,000

措置名 交付金事業の名称

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 岩泉町

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 岩泉町消防車両整備事業

交付金事業の概要

　岩泉町消防団は8分団28部で構成されていますが、各分団の消防機材の多くは整備後数十年を経過し
ているため、機械性能の劣化が生じており、計画的な更新が必要となっています。
　このことから、平成3年に整備して以来27年を経過している第8分団第2部の小型動力ポンプ付積載車
について、本交付金の活用により整備し消防体制の充実強化を図ります。

交付金事業実施場所 岩泉町安家

交付金事業に関係する都道府県又
は市町村の主要政策・施策とその
目標

【岩手県岩泉町】新岩泉町まちづくり総合計画後期基本計画（平成27年度～平成31年度）
Ⅲ　美しい森林
　3　自然風土に適した安全安心で快適な暮らしの実現
　　（1）安全安心な地域社会の実現
　　　　・消防力を強化するために、消防車両、防火水槽などを整備します。
目標：岩泉町消防団消防車両更新計画　2台（平成30年度）※2台のうち1台を本交付金で更新。

事業開始年度 平成30年度 事業終了（予定）年度 平成30年度



事業期間の設定理由

単位 評価年度 平成30年度成果指標

消防車両更新

交付金事業の成果目標及び成果実績

成果目標

評価年度の設定理由
車両の整備のため当該年度で評価が可能なため。

　過年度は岩泉町消防団消防車両更新計画に基づく更新により、経年劣化による故障や機能低下を改善
し、地域住民の安心・安全な地域社会を実現してきました。
　しかしながら、現在当町に配備されている消防車両には配備から25年以上経過している車両が未だに
多く存在し、消防体制の充実強化、緊急時出動に対する信頼性の向上のため、次年度においても計画的
な消防車両の更新が必要となっています。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

更新台数

成果実績 台 1

目標値 台 1

達成度 ％ 100

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

消防車両購入

活動実績 台
交付金事業の活動指標及び活動実績

活動指標 単位

交付金事業の総事業費等 備考

達成度 ％

活動見込 台

指名競争入札

総事業費

うち文部科学省分
うち経済産業省分

交付金充当額

5,630,000

互光商事株式会社 9,936,000円

平成30年度

1

1

100

平成30年度
9,936,000
5,630,000

交付金事業の担当課室 消防防災課
交付金事業の評価課室 政策推進課

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
車両購入


